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「
た
だ
念
仏
」
の
教
え
が
い
か
に
画
期
的
で
あ
り
、

ど
こ
ま
で
が
法
然
の
思
想
で
ど
こ
か
ら
が
親
鸞
独

自
の
展
開
な
の
か
、そ
の
真
相
に
迫
る
！
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は
じ
め
に―

『
教
行
信
証
』を
読
む
に
あ
た
っ
て―

第
一
章
　
法
然
の
主
著『
選
択
集
』と
弾
圧
か
ら
見
る『
教
行
信
証
』

一
、「
後
序
」か
ら
見
え
る『
教
行
信
証
』著
述
の
由
来
／
二
、万
人
平
等
の
仏
道
を

明
ら
か
に
し
た
よ
き
師
・
法
然
の
教
え
／
三
、
専
修
念
仏
に
対
す
る
弾
圧
と
明

恵
に
よ
る
批
判

第
二
章
　
釈
尊
が
最
も
説
き
た
か
っ
た
教
え
は
ど
の
経
典
か―

「
教
巻
」―

一
、
法
然
の「
選
択
本
願
」と
親
鸞
の「
本
願
力
回
向
」／
二
、
出
世
本
懐
経
た
る

『
大
無
量
寿
経
』／
三
、釈
尊
と
阿
難
、法
然
と
親
鸞
、阿
難
と
親
鸞
／
四
、『
教
行

信
証
』の
構
造

第
三
章
　
念
仏
こ
そ
が
真
実
の
行―

「
行
巻
」―

一
、な
ぜ「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
称
え
る
の
か
／
二
、七
高
僧
と
は
／
三
、イ
ン
ド

仏
教
の
中
で
の
念
仏
／
四
、中
国
仏
教
か
ら
見
え
る
称
名
念
仏
／
五
、東
ア
ジ
ア

の
諸
師
に
よ
る
解
釈
／
六
、
七
祖
の
伝
統
と
日
本
仏
教
の
視
点
で
見
る
専
修
念

仏
／
七
、海
の
よ
う
な
本
願
こ
そ
が
大
乗
仏
教
の
精
華
た
る
一
乗
／
八
、正
信
偈

讃
歌

第
四
章
　
如
来
よ
り
た
ま
わ
り
た
る
信
心
と
菩
提
心―

「
信
巻
」―

一
、
念
仏
為
本
と
信
心
為
本
／
二
、『
観
経
』の
三
心
と
二
河
白
道
の
譬
え
／
三
、

『
大
経
』に
基
づ
く
真
実
信
心（
三
心
一
心
問
答
）／
四
、
親
鸞
に
と
っ
て
の
菩
提

心
／
五
、真
の
仏
弟
子
と
愛
欲
に
沈
む
親
鸞
／
六
、親
殺
し
な
ど
五
逆
と
正
し
き

教
え
を
誹
謗
す
る
者
は
救
わ
れ
る
の
か

第
五
章
　
浄
土
門
に
お
け
る
さ
と
り
と
は―

「
証
巻
」―

一
、往
相
回
向
に
よ
る
証
果
／
二
、こ
の
世
に
還
っ
て
衆
生
済
度（
還
相
回
向
）

第
六
章
　
真
の
浄
土
と
は―
「
真
仏
土
巻
」―

一
、経
典
か
ら
見
る
仏
土
と
涅
槃
／
二
、真
仏
土
を
祖
師
の
言
葉
で
確
か
め
る

第
七
章
　
浄
土
教
の
方
便―
「
化
身
土
巻
」〈
前
〉―

一
、化
身
土
と
は
／
二
、経
典
の
隠
顕
／
三
、果
遂
の
誓
い
と
三
願
転
入

第
八
章
　
時
代
認
識
と
神
祇
に
つ
い
て―
「
化
身
土
巻
」〈
後
〉―

一
、親
鸞
の
時
代
認
識
と
末
法
の
比
丘
／
二
、神
祇
や
霊
魂
に
対
す
る
信
仰
批
判

／
三
、再
び「
後
序
」を
読
む
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書
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日
本
仏
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『
教
行
信
証
』と『
選
択
集
』の
比
較
か
ら
見
え
て
き
た
、念
仏
の
真
価

―

『
教
行
信
証
』と『
選
択
集
』の
比
較
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
え
て
き
た
、念
仏
の
真
価―


